
「偉大な神に近づけるとは！」へブル９：１－７          １８・９・１６ 

Ⅰ「初めの契約にも、礼拝の規定と地上の聖所がありました」：１。※文末ページ参照 

①「第一の幕屋（神がイスラエルの民の中に住む為の場所）が設けられ」：２。 

②「そこには燭台（信仰と希望の象徴。金の燭台は、神の臨在、教会、忠実な証人の象徴）と机（純金でかぶ

せられ、この上に供えのパンが置かれた。図ｄ）と臨在のパン（パン種の入らない薄いパン１２個。この

数は、イスラエルの１２部族を表す。週一回、安息日毎に新しく取り変えられた）がありました。それが

聖所（神が住まれる場所。新約時代は、神が住まれる場所は、何と私達の心と教会）と呼ばれる場所です」 

：２。 

③「また、第二の垂れ幕（聖所と至聖所を仕切るもの。主の十字架で裂けた）のうしろには、至聖所（最も聖

なる所。神の臨在の場）と呼ばれる幕屋があり」：３。 

④「そこには金の香壇（香りが天に上ることから祈りを象徴する。詩篇１４１：２、黙８：４．図のｆ。また

香壇は、いつも生きて、とりなしをしておられるキリストと、主の名によって祈る私達の祈りが神のもと

に届くことを示す。黙８：３，４）と、全面を金でおおわれた契約の箱（契約の箱と呼ばれたのは、その

中に入れられた二つの石の板に刻まれた十のことば＝十戒が、主とイスラエルの民との契約の基礎を成す

神のことばだったことによる。それは、民を導く神の臨在の象徴。図のｈ）があり、箱の中には、マナの

入った金の壺（マナとは、荒野で民に与えられた神による天からの食物。出１６：３１－１４。これは、

ⅰ神が私達のすべての必要を満たされる事。ⅱ「人はパンだけで生きるのではなく、人は主の御口から出

るすべてのことばで生きるということを、あなたにわからせるためのもの」申８：３。ⅲこのマナは、「い

のちのパン」そのものであるイエス様を指し示すもの。ヨハネ６：２６－３５）、芽を出したアロンの杖

（杖は、神の権威の象徴。出４：２０、民２４：１７、１７章→つぶやき逆らう者への戒め。１７：１０）、

契約の板（十戒が記された石の板）がありました」：４ 

⑤「また、箱の上で、栄光のケルビム（天的存在の象徴。手足を持つ有翼の像として表現された。超人的な力。

エデンの園の命の木を守る者。創世記３：２４。契約の箱を守る者。出２５：１８－２２。天で絶えず神

を賛美する生きもの。黙４：６－８）が『宥めの蓋』（贖いのふた。契約の箱のふたの部分。出２５：１

７。この呼び名の理由＝大祭司により、年に一度の贖罪（罪の償いによる赦し）の日（９～１０月頃）に、

いけにえをほふり、その血を契約の箱の上の宥めの蓋の前に注いだ。レビ１６：１４，１５。聖所、至聖

所のきよめ）をおおっていました。しかし、これらについて、今は一つ一つ述べることはできません」 

：５。 

※これらの多くの規定と儀式を知る時、本来、罪人の私達人間は、簡単には聖い神には近づけないと分か

る。偉大な神に近づけるのは、主の十字架の血の恵みのおかげ！ 

※これらの旧約聖書の中の一つ一つの規定が無意味ではなく、一つ一つが、新約の霊的な恵みを象徴して

いると分かる。これらが分かると、旧約聖書に深みが増す。旧約聖書と新約聖書は補い合い、私達に真

理を教える。 

 

Ⅱ 幕屋での礼拝と贖い。：６－７。 

１．神に近づける順序。 

①一般のイスラエル人は、幕屋の庭の入口の所までしか近づけなかった。図の（２）。 

②祭司とレビ人は、幕屋内の外庭に入れた。図参照。 

③そして、祭司だけ、その奥の聖所に入る事ができた。図の（５）。 

④それから、大祭司だけが、年に一度だけ、民と自分の罪の贖い（償い）の日に、「至聖所」に入ることが

許された。図のｈ。 



２．贖いの日（レビ１６章）＝ 

①この日は、イスラエル全国民にとって、すべての罪と汚れが贖われる（償い赦される）重要な日だった。

これは、ユダヤの７月（チスリの月。今の９-１０月）の１０日に行われた。この日に、民の１年の罪と

汚れがきよめられ、民と神との関係が、途切れずに続けられる。 

「この日は、あなたがたをきよめようと、あなたがたのために宥めが行われるからである。あなたがたは

主の前ですべての罪からきよくなる」レビ１６：３０。 

１６：２９には「第七の月の十日には、あなたがたは自らを戒めなければならない」とあり、この日は、 

民にとり、悔い改めの日であり、断食をして、この日を過ごした。大祭司は、この日の贖罪の儀式に、す 

べてを賭けていたと言われるほど重要な日。 

②いけにえの血なしには至聖所に入れなかった。なぜ→ 

「実に、肉のいのちは血の中にある。わたしは、祭壇の上であなたがたのたましいのために宥めを行うよ

う、これをあなたがたに与えた。いのちとして宥めを行うのは血である」レビ１７：１１。 

③まず、民の罪を贖う前に、大祭司は、自分にも罪があるため「自分のために、罪のきよめのささげ物であ

る雄牛を屠る」レビ１６：１１。 

※私達も、他の人の罪をとりなす前に、まず、自分の罪を悔い改めよう。 

次に民の罪の為に、とりなす。実は、大祭司は、「自分と自分の家族、それにイスラエルの集会全体のた

めに宥めを行う」１６：１７。私達も、家族を愛し、家族の救い、罪のきよめ、赦しのために祈ろう。 

④次に、大祭司は、金の香壇の角に、雄牛とやぎの血を塗り、残りの血を、その祭壇の上に指で７たび（完

全数）振りかける。血によるきよめ。 

「こうして彼はイスラエルの子らの汚れからそれをきよめ、聖別する」１６：１９。 

⑤次に、大祭司は、生きているやぎの頭に両手を置き、民のすべてのどんな罪も、それの上に告白し（民の

罪がやぎに転嫁される）、そのやぎは、民のすべての罪を背負って、不毛の地に行く。このやぎも、私達

のすべての罪を負われた主イエスを指し示している。レビ１６：２１，２２。 

 

Ⅲ まとめ。 

①これらの多くの規定と儀式があって、はじめて民の代表の大祭司一人だけが、至聖所（神の臨在の場）、神

ご自身に近づけたという事実は、本来なら人間が、神に近づくのは簡単な事ではないと分かる。それが分か

ると、今の新約時代、罪人である私達が、イエス様の十字架の血と御名を通して偉大な聖なる神に大胆に近

づける事は、奇蹟であり、驚くべき恵みとわかる。偉大な神に近づける恵みを、もっと、もっと、心から感

謝したい！ 

②旧約聖書の規定や儀式の中に象徴されている主イエスの十字架の贖い、償いをもっと、正しくつかみ、信仰

による救いを心から感謝したい！ 

③年に１度ではなく、日々、いつでも、また毎週、主日礼拝で、主の十字架の血の恵みの故に、霊的至聖所、

神の臨在、素晴らしい神を礼拝し、いつでも神に近づける恵みを感謝したい！ 

 

「折にかなった助けを受けるために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか」へブル４：１６ 



 


